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                   気持ちよく 
 

○ 友だちや保育者と思いを合わせて祈る。 

○ 土・砂・水に親しむ。 

○ 遊びたい友だちや、やりたいことがはっきりしてきて、遊びが

続くようになる。 

○ 身体を洗ったり、着替えたり、木陰で休んだりすることを快く

感じる。 

 

どんな願い事であれ、あなたがたのうち二人が地上で心を一つにして 

求めるなら、私の天の父はそれをかなえてくださる。 

                    （マタイによる福音書１８章１９節 

 

 

                               

                                    

 

                     

                   

                              

 

           

       

       

   

       

 

 

 

 

 

 

 

社会福祉法人 恵泉福祉会 

光の子保育園 

園 長 長島 博樹 

    

   

   

01 日(土) ６・７月生 誕生会・大掃除 

07 日(金) 「森の日」・FUNFUN  

12 日(水) ランチデー 

12 日(水)～14 日(金) 4・5 歳児サマーキャンプ 

17 日(火) 休日 「海の日」  

 20 日(木) ゴスペル練習① 

  

10 日(木) ランチデー   

11 日(金) 休日「山の日」  

15 日(火) 流しそうめん（ﾌｧﾐﾘｰ）  

16 日(水) 流しそうめん（未満児） 5・3 歳児プール   

17 日(木) 4 歳児プール   

19 日(土) ひかりのこまつり    

 

       



 

九州地方では、1 日に 1 か月分の降雨量を超すほどの雨が降るなど、異常気象による 

災害状況がニュースで伝わってきます。関東でも梅雨に入る前から「今年は異常な猛暑と

なる」と注意警戒が報道され、地球の深刻さが身近に感じられます。 

 

7 日の「森の日」では、七夕 FUNFUN を行いました。枝を見つけ、その先に折り紙の

星を付け“♪ When you wish upon a star ♪”木の葉＠を集めて、みんなで空に投げたり、

水鉄砲でファミリー毎に、頭上につけた金魚すくい用ポイを狙って追いかけたり、幸子先

生のティパーティを楽しんだり、森の中は涼しく、子どもたちの顔は生き生きと走り回り、

自然の栄養を体いっぱい取り入れるひとときでした。 

 以前、レイチェル・カーソンの「センス オブ ワンダー」を園便りにて何度か書かせて

いただきましたが、河邊貴子先生（聖心女子大学教授）の「心をとめて 森を歩く」とい

う本の中にこのような一文があります。 

 

心を止めて歩くことを心がけていると、きっと、おまけが二つ、ついてくる。 

一つは、胸にたくさんの感情がわき上がり、豊かな気持ちになること。 

例えば、タンポポの綿毛の旅立ちにほほえましさや愛おしさを感じたり、ぼろぼろの四つ

葉のクローバーから、そこにいてくれることの幸せを思ったり。 

 タンポポを見慣れたタンポポとしてやり過ごしたり、きれいな四つ葉のクローバーだけ

を探し求めていたとしたら、得ることのできない豊かさだろう。 

 ああでもない、こうでもない、と思いを巡らせているうちに、いつの間にか自分の心が

自由に羽ばたけるようになれば、どうしようもない行き止まりにぶつかったときにでも、

心がいっぱいにならず、風通しのいい方向へ歩みを変えられるのではないか。 

 

 心が自由に動く範囲を可動域というなら、子どもくらい心の可動域が広い人たちはいな

いだろう。 

見方を変えることの大切さ。それを私は亡き夫からも学んだ。 

 「ここに木を植えよう。ジューンベリーがいいな。白い花が咲いて、赤い実がなる。   

十年たったら大きくなって、鳥がたくさんやって来るよ」 

 明日の体調さえも維持できるかどうかわからないときにおいて、十年後の木の話をする。

私には返す言葉が無かったけれど、本当にそうなって、鳥が実を啄む様子を一緒に見られ

たらどんなにいいかと、心の底から思ったのだった。 

 あれから十年以上がたって、あの時に植えた三本のジューンベリーは大きく育ち、春先

には沢山の白い花を付けるようになった。満開の白い花は、まるで雪がこんもりと積もっ

ているかの様に見事に輝いて、遠くからでも、そこが我が家である事が分かる。 

 たぶん、空の上からも見えている。 

「これしかない」という事態に陥ったときでも、心の可動域が広がれば、「これだけある」

と思い直せるかもしれない。「これしかない」とうつむいて歩くより、「これだけある」と

思いながら日々を歩けたとき、そこに幸せがあるのかもしれない。 

 

 そして、もう一つのおまけは、心をとめて歩いているうちに、見過ごしてしまいがちな

小さな、小さな出来事に、自然に心がとまるようになることなのではないかと思う。幸せ

の自己増幅装置を眼差しの中に内蔵するようなものだ。 

           ―― 心をとめて 森を歩く― より  小西貴士 河邊貴子 著 
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五感で自然を豊かに感じるだけでなく、そこに「心をとめる」という行為によって「心の

可動域」が広がることを教えられます。子どもと過ごすというのは私達の「心の可動域」

を広げられるということなのかもしれません。 

 

 大人は生活の中で「こうしなければ」「これしかない」という考えにとらわれ、目的達成

のため盲目になる事で満たされます。そうした中ではメリットかデメリットかという自己

欺瞞といった貧しい精神に陥ることもあります。「忙しい」という言葉に支配され、心を亡

くしてしまうこともあるでしょう。しかし、「心をとめて」ということばには、人が生きる

本当の目的が示されているのではないでしょうか。 

 先日、大掃除のために保護者方々は、子どもの育つ環境に「心をとめて」下さいました。

結成式では、子ども達の夏の思いで作りの為、ゴスペル・ファイヤーマン・お化け・お祭

り係・後援会の方々が「心をとめて」話し合ってくださいました。 

父の日に向けて子ども達が感謝を伝え、感謝の気持ちを育む機会の為に、ご家族で協力

し活動に「心をとめて」下さいました。DVD を見る時間に「心をとめて」観てくださいま

した。その時、たくさんの方々の感想に私は「心をとめて」園と保護者の方々との絆に感

謝致しました。この感想文からは DVD に込められた、ご家庭で「心にとめて」頂けたらと

いう願いが、しっかりと受け取って頂けていることが伝わってきます。 

 

   素敵な歌にウルウルしてしまいました。そして何より、T が生まれてきた日を思い

出しました。あれから早や 6 年。少しはママらしくなったのかな⁇  

本当に本当にありがとうございます。感謝しか見当たりません。 

父の日のプレゼントのはずが、私の心にグサグサと刺さりました（笑） 

 

父の日の DVD、お手紙ありがとうございました。家族みんなで、見ながら感動しま

した。いつも素晴らしいアイディアで家族の絆を深めてくれて、ありがとうございます。 

 

父からの感想・・・ 

「こちらこそ生まれてきてくれて、ありがとう」と何度も言いながら鑑賞。改めて親 

からも「今ここに在ること」感謝をさせてくれたビデオでした！ 

 

  A が誕生して、その日から”ママ”になって、周りから『ママ』と呼ばれるのも、自分を

「ママ」というのもこっ恥ずかしかったのを思い出しました。「ありがとう」と沢山言い 

合える家族になりたいなと思い直しました。そしてトトとも．．．「たくさん言おうね 」ɴ

と話しました。 

 

   お魚の絵が、飾ってあるのを見せて頂いて、本当にみんなそれぞれ個性があり、   

そしてよく見て丁寧に描いたのがよくわかりました。T シャツもとっても素敵なで、 

最高の宝物になりました。 

 

昨日茹でトウモロコシを出すと”あっ これすき！だって保育園で食べたもん”と  

嬉しそうに言ってました。それまでは出して一口かじって「美味しくない」と言ったり、

食べもしない事が多かったのに。保育園で皆で食べた事が楽しい→美味しい→好きに 

つながったんだなぁと思います。 

 

 DVD の感想に限らず、廊下水族館、トウモロコシや麦茶つくりなど、光の子の成長に 



つながる小さな出来事に「心をとめて」くださる保護者の皆様の、柔軟な心の可動域に  

感謝いたします。 

年長・年中児の 2 泊 3 日の軽井沢キャンプにおいては、多くの保護者の方々が子ども達

の喜びも寂しさも、勇気も挑戦もすべて子ども達が成長に変える力を育むため、「心にとめ

て」準備をして下さった事に感謝申し上げます。 

 

どうか、この猛暑の夏、子どもとご家族の皆さまが「心をとめて歩く」経験を沢山持て

るひと時となりますように。そして、豊かな時間が、大人も子どもも心の可動域を広げる

ことが出来る良い夏をお過ごしください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


